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インベスコ　 世界インカム資産ファンド（毎月決算型）
追加型投信／内外／資産複合

商品概要 設定日 2016年4月1日 信託期間 2026年3月18日まで 決算日 毎月18日 （休業日の場合は翌営業日）

設定・運用： [商 号 等]インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第306号

[加入協会]一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 1 / 6

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移

基準価額（円） 基準価額（課税前分配⾦再投資）（円）
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。

■ 基準価額と純資産総額
純 資 産 総 額 159(百万円)

基 準 価 額 14,679円

前 月 末 比 +566円

■ １万口当たり分配実績（課税前）
分 配 金

第1期～94期 計 4,680円
第95期 (2024.2.19) 30円
第96期 (2024.3.18) 30円
第97期 (2024.4.18) 30円
第98期 (2024.5.20) 30円
第99期 (2024.6.18) 30円

設定来累計 4,830円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「
分配方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社
の判断等により分配を行わない場合もあります。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ カ 月 ３ カ 月 ６ カ 月 １ 年 ３ 年 ５ 年 設 定 来

ファンド 4.23% 7.88% 17.29% 23.13% 59.26% 94.95% 136.47%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

投資先ファンドのポートフォリオの状況
【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ グローバル・インカム・ファンド」の運用状況（現地月末基準）を記載しています。】

■ ポートフォリオ特性

平 均 最 終 利 回 り 4.3%

修 正 デ ュ レ ー シ ョ ン 3.1年

平 均 格 付 BB+
※各特性値は、加重平均しています。
※平均格付は、基準日時点で投資信託財産が保有し
ている各有価証券の信用格付を加重平均したものであり、
当ファンド自体の信用格付ではありません。

■ 資産配分
資 産 純 資 産 比

株式 39.7%
ハイ・イールド債券 30.4%
投資適格債券　 25.1%
無格付け 2.5%

キャッシュ等 2.3%
※資産は当社の判断に基づき分類しています。

■ 信用格付別比率
信 用 格 付 純 資 産 比

AAA 2.0%

AA 5.8%

A 4.5%

BBB 12.8%

BB 19.5%

B 8.9%

CCC以下 2.0%

無格付け 2.5%

株式 39.7%

キャッシュ等 2.3%
※信用格付はS&P、Moody'sおよびFitchの格付を基
準に当社の判断に基づき分類しています（表記はS&P
に準じています）。

■ 組入上位５カ国・地域
国 ・ 地 域 純 資 産 比

1 イギリス 28.0%
2 アメリカ 26.0%
3 フランス 5.7%
4 イタリア 4.1%
5 スペイン 3.7%

※国・地域は発行体の登録地などで区分しています。
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投資先ファンドのポートフォリオの状況
【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ グローバル・インカム・ファンド」の運用状況（現地月末基準）を記載しています。】

■ 組入上位５業種【株式】
業 種 純 資 産 比

1 金融 10.0%
2 資本財・サービス 8.0%
3 情報技術 6.7%
4 ヘルスケア 3.3%
5 一般消費財・サービス 3.3%

■ 組入上位５銘柄【株式】
銘 柄 純 資 産 比

1 3i 2.1%
2 Microsoft 1.9%
3 UnitedHealth 1.8%
4 Rolls-Royce 1.5%
5 Texas Instruments 1.5%

■ 組入上位５業種【債券】
業 種 純 資 産 比

1 銀行 11.8%
2 国債（除くイギリス） 11.7%
3 通信 4.2%
4 小売 3.0%
5 政府 2.8%

※業種は当社の判断に基づき分類しています。

■ 組入上位５発行体【債券】
発 行 体 純 資 産 比

1 United States 2.8%
2 UK 2.3%
3 Barclays 1.3%
4 Co-operative Bank 1.0%
5 Lloyds 1.0%

ファンドマネージャーのコメント

■ 市場環境

世界の株式市場は、市場によって異なる展開となりました。米国では、月初、5月の米雇用統計で雇用者数が市場予想を大幅に上回り、利下げ観測が後退したものの、
景気減速懸念が和らいだことが好感され、株式市場は上昇基調で推移しました。月央には、5月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）などがインフレ鈍化を示したことなどを
背景に、株式市場は堅調に推移しました。その後、複数のＦＲＢ高官が利下げに対して慎重な姿勢を表明したことなどを背景に長期金利が上昇したことなどが重しになっ
たものの、株式市場は高値圏で月末を迎えました。
大陸欧州では、月初、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が利下げを行ったものの、今後の利下げペースが明確に示されなかったことを受け、株式市場の騰勢は限定的な
ものとなりました。その後、欧州議会議員選挙の結果を受け、フランスのマクロン大統領が下院の解散総選挙に踏み切ったことなどが嫌気され、株式市場は下落して
月末を迎えました。英国では、月後半に、５月の英ＣＰＩが２％まで低下したこと、イングランド銀行（ＢＯＥ）が7会合連続で政策金利を据え置き、早期の利
下げ期待が高まったことなどを背景に、株式市場は月中の安値から反転上昇しました。その後、５月の小売売上高が大きく伸び、インフレ懸念が再燃したことが嫌気
され、月を通してみると株式市場は下落しました。
アジア主要株式市場は、市場によって異なる展開となりました。香港株式市場は、５月の中国ＣＰＩが市場予想を下回り、デフレ圧力が継続するとの懸念が広
がったことなどを背景に、下落しました。シンガポール株式市場は、5月のＣＰＩの伸び率が市場予想を上回ったことなどが嫌気され、小幅に下落しました。オーストラ
リアでは、5月の雇用統計で雇用者数の増加と失業率の正常化が確認されたこと、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）が政策金利を据え置いたことなどを背景に、
株式市場は小幅に上昇しました。日本では、日銀が金融政策決定会合で追加利上げを見送ったことなどを受け、株式市場は上昇基調で推移しました。その後、
円安が進行したことや企業業績の改善期待などが材料となり、株式市場は上昇して月末を迎えました。

世界の債券市場の利回りは低下しました。当月の米国債利回りは低下しました。月初は、5月の米ＩＳＭ製造業景況感指数が市場予想に反して低下したこと、4
月のＪＯＬＴ求人件数が予想を下回ったことなどを背景に、米国債利回りは低下する展開となりました。月央には、5月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）や、5月
の小売売上高が市場予想を下回ったことなどを受け、米国債利回りはさらに低下する展開となりました。月後半には、複数のＦＲＢ高官が利下げに対して慎重な
姿勢を表明したことなどを背景にやや上昇しましたが、月を通してみると米国債利回りは低下しました。
大陸欧州では、６月のユーロ圏総合購買担当者景気指数（ＰＭＩ） が市場予想を下回ったことやフランスで国民議会の解散総選挙が宣言されたことを受けて投資
家のリスク回避姿勢が高まったことなどから、長期金利は低下しました。英国では、５月の英消費者物価指数（ＣＰＩ）が２％まで低下したこと、イングランド銀行（Ｂ
ＯＥ）が政策金利を据え置いたことおよび会合がハト派的と受け止められたことなどを背景に利下げ期待が高まり、長期金利は低下しました。

■ 運用の状況

当ファンドが実質的に投資する外国籍投信の運用においては、ハイ・イールド債券、投資適格債券への投資を通じ、着実にインカム・ゲインを獲得いたしました。また、ベー
ス金利が低下したこと、米国株式市場が上昇したことがプラス要因となりました。一方、欧州株式市場が下落したことがマイナス要因となりました。

■ 今後の投資方針 （作成日現在のものであり、市場環境の変動などにより変更される場合があります。）

【マザーファンドが投資対象とする「インベスコ　 グローバル・インカム・ファンド」について記載しています。】
運用に当たっては、市場動向に応じて債券、株式、キャッシュ等への資産配分を積極的に変更し、発行体企業のファンダメンタルズ分析やリスク・リターンのバランスを考慮し
ながら銘柄選定を行う方針です。今月、米国のインフレの低下スピードが緩慢であることを背景に、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は7会合連続で政策金利を据え
置き、利下げを急がない姿勢を堅持しています。一方で、米国の経済ファンダメンタルズが堅調に推移しているため、リスク資産のボラティリティは安定しております。また、Ｅ
ＣＢが4年９カ月ぶりに利下げを行なったことから、イングランド銀行（ＢＯＥ）も年央には利下げを行うとの見方が広がっています。債券市場においては、各国の政策金
利は低下方向との見方が広がっているものの、その方向性をめぐって各国国債利回りが高下する展開になっております。今後も投資環境は引き続き不安定であることを勘
案し、資産配分を機動的に調整しながら、相対的に高いインカム収益と中長期的な値上がり益の獲得を目指します。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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